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Q5.吸入指導したことをお薬手帳や指導せんなどに情報を記載することで他の薬局でもわかるようになるのではないか。
　「お薬手帳貼付用 吸入指導報告書」を作成しましたので、病院・診療所と保険薬局の連携ツールとしてご使用下さい。

　なお、旭川医療センター薬剤部HPに「お薬手帳貼付用 吸入指導報告書」のフォーマットがありますのでご利用下さい。

　吸入指導依頼書に基づく対応ができない旨を患者さんへご説明して頂き、ご了解を頂きますようお願い致します。
　また、お手数ですが吸入指導報告書の「医師に伝えたい事」欄に概要をご記入頂き、当院薬剤部へＦＡＸ送信して下さい。
Q4.施設に入居されている方など、患者さんご本人に直接吸入指導ができない場合、どう対応すればいいか。
　例えばデバイスの手技に関するDVDやPC等を利用したり、ご本人に代わりご家族やヘルパー等へ指導をお願い致します。
　なお、吸入指導不可を含め吸入指導報告書の「医師に伝えたい事」欄に概要をご記入頂き、当院薬剤部へＦＡＸ送信して
　下さい。

　て下さい。また、吸入指導報告書を使用して確認及び評価後、当院薬剤部へＦＡＸ送信をお願い致します。
Q2.吸入指導連携パスの目的は何か。吸入指導依頼書を受け取ってからどう対応すればいいか。
　気管支喘息、COPDの薬物治療は吸入療法による治療が中心であり、吸入薬の治療効果を最大限に発揮させるため、患者
　の確実な吸入手技の習得とアドヒアランスの向上を目指します。病院・診療所と保険薬局の連携ツールとしてご使用下さい。
　吸入指導依頼書の受け取り後、「吸入指導連携パスの流れ」に準じて対応をお願い致します。
Q3.患者さんが吸入指導依頼書を持ってきたが、人手が不足しており対応できない場合はどのようにしたらいいか。

④患者にとって適したデバイスを薬剤師の視点から検討し、必要に応じて疑義照会を行う。

Q1.患者さんが処方せんを持っていく保険薬局を変えてしまった場合はどうするのか。
　医師よりかかりつけ薬局で指導を受けるよう説明をしていますが他の薬局へ行った場合は、処方せん中の医師コメントや
　お薬手帳の指導記録、ご本人等より吸入指導回数をご確認いただき、「吸入指導のポイント」を参考に吸入指導を実施し

⑤起こり得る可能性がある副作用と予防法について説明する。
⑥他院から処方されている併用薬があれば確認を行い、必要に応じて疑義照会を行う。
【6か月、12か月】
①喘息発作状況やSABAの使用頻度、アドヒアランスなど経過を把握する。
②副作用の発現状況を確認する。
③初回と比較し症状がどのように変化したか確認する。

【初回指導】
①各製薬会社が提供している患者用説明書の内容に準じて吸入薬の特徴と重要性を説明する。
②吸入薬のステロイド、SABA、LABA、抗コリン薬の違いについて理解してもらう。
③薬剤師が見本として実際に吸入器具の操作と吸入をやってみせる。
④練習器具を使用して患者自身にやってもらう。

①吸入指導報告書は「初回」、「6か月後」、「12か月後」の様式がありますので、該当する様式をご使用下さい。
   なお、旭川医療センター薬剤部HPに吸入指導報告書のフォーマットがありますのでご使用下さい。
②吸入指導実施後、吸入指導報告書を使用して確認及び評価を行い、当院薬剤部へＦＡＸ送信して下さい。
③吸入指導に関するご相談やお問い合わせは、吸入指導報告書を使用し当院薬剤部へＦＡＸ送信して下さい。

①吸入指導依頼書を受け取り、内容を確認した後、吸入指導を実施して下さい。
②初回の吸入指導以降は原則6か月後、12か月後を目安に吸入指導依頼書を発行しますので、吸入指導をお願いします。
③12か月後以降は、患者さんの理解度等に応じ継続した吸入指導の実施をお願い致します。
　 なお、吸入指導報告書のFAX送信は不要です。

＜吸入指導連携パスの流れ＞

               院外処方せん中「医師コメント」に、吸入指導依頼 

         を入力し、吸入指導依頼書を患者さんにお渡しします。 
病院 

（処方医） 

               吸入指導終了後、「吸入指導報告書」に記入し、         

         当院薬剤部へＦＡＸ送信してください。 
保険 

薬局 

               吸入指導報告書の内容を電子カルテに記録します。 

         次回診察時に処方医が確認します。 
病院 

（薬剤部・処方医） 

吸入指導のタイミング 

吸入指導報告書の利用について 

吸入指導のポイント（参考） 

ご質問について 


